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1―はじめに
　4月にはじまった高齢者の新型コロナの

ワクチン接種に目途がついた自治体が増

え、現役世代のワクチン接種も始まってい

る。今後、現役世代を含めて、いかに多く迅

速に接種を進めるかが課題となる。

　懸念されているのが、ワクチン忌避だ。新

型コロナに関しては、高年齢で重症化リスク

や死亡リスクが高いのに対し、ワクチンによ

る副反応は若年に多いとされる*1など、特

に若者が慎重になる傾向が予想される。

　本稿では、ニッセイ基礎研究所が実施し

た「第4回新型コロナによる暮らしの変化

に関する調査」を使って、ワクチンの接種

をすぐには希望しない人の理由と特徴を

分析した。第4回調査は、全国の20～69 

歳の男女（調査会社のモニタ）を対象とす

るWEB調査で2021年3月26日～29日に

実施し、2,070人から回答を得た。

　ワクチンをめぐっては、状況が変化し続

けているため、まず、同調査を実施した3

月末の状況を、NHKのワクチン情報特設

サイト*2を元に振り返る。1月頃から海外

の臨床試験の結果等から安全性について

の情報や、変異株にも効果があることが報

じられていた。国内における副反応に関連

して、3月10日に河野規制改革担当大臣

が「欧米の状況と比べると、数は多いよう

に思われる」と発言している。26日には国

内の医療従事者で1万2000回に1件の割

合でアナフィラキシーが報告されているこ

と、29日には花粉症や食物アレルギーな

どがある人も接種が可能ということが報じ

られた。3月末時点でワクチン接種後に死

亡した事例は報じられていたが、接種との

因果関係が認められた例はなかった。

2―ワクチン接種意向
1｜半数が「しばらく様子を見てから」
　ワクチンの接種意向を図表1に示す。

 

　およそ半数がしばらく様子を見ることを

希望しており、集団免疫獲得の目安とされ

る60～70%以上がワクチンを接種するた

めには、「しばらく様子を見てから接種した

い」「あまり接種したくない」「絶対に接種し

たくない」などのすぐには接種を希望して

いない人に、どの程度多く迅速に接種する

かが重要となる。

　そこで、本稿では、既に接種している28 

人を除く2,042人について、すぐには接種

を希望していない人の特徴とその理由を

分析した。

2｜すぐには接種を希望しない理由は
「安全性への不安」「順番待ち・様子見」
「面倒」「ワクチン不要」
　すぐには接種を希望していない人に対

して、その理由を複数回答で尋ねた結果を

因子分析したところ、すぐには接種しない

理由は4つの因子（“安全性への不安”“順

番待ち・様子見”“面倒”“ワクチン不要”）に

分けられた*3。

　すぐには接種を希望しない理由を図表

2に示す。全体では、「副反応が心配だか

ら」「副反応の程度や症状についての情報

が少ないから」といった“安全性への不安”

が大きかった。

 

　接種意向別にみると、しばらく様子を見

てから接種したい人では「まだ日本国内で

のワクチン接種が進んでいないから」「ま

だ医療従事者や、高齢者などの接種が終

わっていないから」といった“順番待ち・様

子見”が高く、将来的な安全性が確認でき

ていないと思うから」や「効果が明確では

ないから」は低かった。また、あまり接種し

たくない人で「副反応が心配だから」「将来

的な安全性が確認できていないと思うか

ら」といった「安全性への不安」に分類され

る理由や「注射が苦手だから」「接種会場

での感染リスクがあるから」「2回接種す

ることが面倒だから」といった“面倒”が高

く、絶対に接種したくない人で「効果が明

確ではないから」「基本的な感染防止対策

で十分だと思うから」が高かった。

むらまつ・ようこ
京都大学大学院理学研究科修士課程修了。

03年ニッセイ基礎研究所。17年7月より現職。
主な著書に『みんなに知ってほしい 不妊治療と医療保障』（共著）。

04 ｜ NLI Research Institute REPORT August 2021



3―女性で“安全性への不安”
“順番待ち・様子見”、若年で“面倒”。
“ワクチン不要”は感染不安が低い。

　“安全性への不安”“順番待ち・様子見”

“面倒”“ワクチン不要”の各因子と関連が深

い理由のいずれかを回答していた場合を1、

それ以外を0とした変数を作成し［図表3］、

これを被説明変数として線形回帰モデル

を使って、それぞれの理由で、すぐには接種

を希望していない人の特徴を分析した。

　調整変数として、都道府県、職業・業

種、世帯年収、家族（祖父母、両親、子ど

も、孫）との同居／別居状況を投入した。

　推計結果を図表4に示す。

　安全性への不安から、すぐには接種を

希望していない人の特徴として、女性、妊

娠中または授乳中の人、肥満ではない人

があげられた。現在の不安としては、日本

経済が悪化し、国内の企業業績や雇用環

境が悪化する、感染状況の公表や厚生労

働省によるコロナアプリの開発などに

よって個人情報が保護されない事態が生

じる可能性があることをあげていた。

　また、順番待ち・様子見をしている人の

特徴として、女性があげられた。現在の不安

としては、日本経済が悪化し、国内の企業業

績や雇用環境が悪化することをあげていた。

　面倒さをあげている人には、若い人と

肥満ではない人があった。現在の不安とし

て、感染状況の公表や厚生労働省による

コロナアプリの開発などによって個人情

報が保護されない事態が生じる可能性が

あることをあげていた。

　ワクチン不要と考えている人には「持病

がある人*4」は少なく、自分や家族の感染

による自分や家族の健康状態の悪化の不

安が低い人だった。性、年齢による有意差

はなく、男女ともどの年代にもワクチン不

要という考える人はいるようだった。

4―おわりに
　ワクチン接種は職域接種などを活用し

ながら進められており、現役世代への接種

も始まっている。調査当時、順番待ち・様

子見をしていた人も、今後一般接種が拡大

していけば、自身の接種も検討するように

なると思われる。近隣住民の接種率を公

表する自治体もあり接種に前向きになる

試みとなりそうだ。

　安全性への不安を感じている人におい

ては、副反応が出やすいとされる2回目接

種後の副反応の程度や件数、副反応への

対応状況などが公表される中で不安が解

消していく可能性がある。また、安全性へ

の不安を感じている人の特徴として、妊娠

中の人や授乳中の人が含まれる。妊娠中に

新型コロナウイルスに感染するとリスクが

高いことも知られており、日本産科婦人科

学会からは5月12日付けで、現時点では

接種のメリットがリスクを上回ると考えら

れることを提言している*5。しかし、自身の

身体のみならず、胎児の健康も守らなくて

はいけない妊婦の中には、慎重になる人

がいるのも自然だろう。同提言にもあると

おり、周囲の人が接種し、妊婦への感染予

防を徹底することもあり得るだろう。

　面倒さをあげている人には、若い人が多

い。自身のタイミングで日常生活の中で接

種ができるような会場の整備や、職場での

特別休暇等の対応等、接種にともなう負担

を減らす試みが必要だろう。

　ワクチンが不要だと感じている人は、自

分や家族の感染不安が少なく「絶対に接種

したくない」と考えている人も多い。ワクチ

ン接種による個人の感染予防効果や、社

会全体での損失の軽減効果などを引き続

き示していくことが重要になるだろう。

　以上のとおり、接種を希望しない理由は

いくつかの因子があるが、図表2のとおり

“安全性への不安”が大きい。ワクチンの効

果や副反応の情報については今後も公表

されることを期待したい。また、情報を受

け取る側においては、情報の真偽を見極

め、十分な情報を得るように努めることが

重要だろう。

　それでも全員がワクチンを接種するよ

うな状態にはならないと思われることか

ら、感染経路や感染パターンを周知するな

ど、今後も充実した情報開示を期待したい。
［*1］ 厚生労働省 新型コロナワクチンQ&Aサイト
https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/0014.html
［*2］ NHKワクチン接種特設サイト

https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/vaccine/japan_2021/
［*3］ 詳細は、2021年6月15日発行の基礎研レポー
ト「新型コロナワクチンをすぐには接種しない人の理
由と特徴」をご参照ください。
［*4］ 本調査で「持病がある」とは「心疾患・脳血管疾
患・糖尿病・高血圧・呼吸器疾患などの持病がある」「免
疫系の持病がある、または、免疫の機能を低下させる
治療を受けている」「これら以外の持病がある」のいず
れかにあてはまることとした。
［*5］ 日本産科婦人科学会「COVID-19 ワクチン接種を
考慮する妊婦さんならびに妊娠を希望する方へ（2021
年5月12日）」その後6月17日に最新の声明が出ている。
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